
この国はどこへ行こうとしているのか（3） 

 

 「この 1 年で国は随分変わりましたね。『戦争の芽』は指ではもうつぶせないくらい

に育ってしまったようだ。戦後 70 年の間で、今ほど国会で『戦争』が論じられた日が

過去にあったでしょうか。70 年間、常に平和を論

じてきたはずなのに」 

海外での自衛隊の活動の拡大を図る安全保障関

連法案が閣議決定された 5 月 14 日夜、安倍首相は

記者会見で「米国の戦争に巻き込まれることは絶対

にない」と断言した。迷いのない言葉を聞いて、ふ

と、「絶対」という言葉を使わない作家の存在を思

い出したのだ。東京大空襲の焼け跡で 14 歳だった

半藤少年は「絶対に日本は正しいとか、絶対に神風

は吹くとか、すべてうそだ」と思い知った。それ以来「絶対」という言葉を使わないと

決めた。 

「分かりにくさ」は意図されたものだ、という。「安倍さんが語るのは理念だけ。集

団的自衛権の行使が可能となる『存立危機事態』を説明するのにも、具体的な『仮想敵

国』一つ挙げない」。「朝鮮半島や日本近海での有事を語らない。国民が戦争を具体的に

イメージし、恐怖や不安を感じ始めるのを巧妙に避けているかのようじゃないですか」 

分かりにくい理由のもう一つは、安保法案の一括審議だ。「麻生太郎副総理が 2 年前、

改憲について『ナチスの手口に学んだら』と発言したことで、立法権を国会が政府に委

任した『全権委任法』が話題になりました。しかし実は、同法より前、ヒトラーは国会

決議を経ない閣議決定で大統領緊急令を発令させ、ワイマール憲法を空洞化し、幾つか

の法を一束にしてまとめて変え、国民の自由を制限しました」 

あのころだって日本には、ヒトラーのような圧倒的な独裁者がいたわけではなかった。

「むしろ政治家は、民衆のうちにある感情を受容し、反映する形で民衆を左右した。最

初は政治家が世論を先導しているようでも、途中から民衆の方が熱くなり、時に世論が

政治家を駆り立てたんです」 

こんな例を挙げた。「仮に自衛隊が海外派遣されるとする。『私たちのために戦いに行

く彼らを見送ろう』と声が上がる。見送りすることは悪いいことではないから批判しづ

らい。しかし見送りに参加しなければ『非国民』呼ばわりされかねない空気が段々と醸

成されていく。ありえると思いませんか」 

(2015 年 6 月 13 日) 


